看護系大学院における教育の基準策定と評価に関する調査研究
博士前期課程（修士課程）において、修士（看護学）の学位を授与される修了生が
修得すべき能力およびその能力の内容の妥当性についての質問紙調査
A. 回答者についてお尋ねします
Ⅰ.　所属大学の設置形態に該当する番号に○印をつけてください。その他に○印をつけられた方は、（　　）内に設置形態をご記入下さい。
1. 国立大学法人
2. 公立大学・公立大学法人　
3. 私立大学　
4. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ⅱ.　所属大学で現在行っている看護学の大学院教育について該当する番号に○印をつけてください。
1. 大学院修士課程教育
2. 大学院博士課程（前期・後期）教育
3. 大学院教育設置準備中
Ⅲ.　貴研究科で修士（看護学）を授与していますか。該当する番号に○印をつけてください。
　　　授与していない場合は、授与している学位名を記載して下さい。
1. はい
2. いいえ　→修士（　　　）＜例：　修士（保健学）など＞
Ⅳ.　貴研究科に専門看護師教育課程認定を受けている専門領域はありますか。該当する番号に○印をつけて下さい。
1. ある
2. ないが、来年度申請予定
3. ない
Ⅴ.　職位について該当する番号１つに○印をつけてください。その他に○印をつけられた方は、（　　）内に職位をご記入下さい。
1. 学長　　　　　2.　　研究科長　　　　3.　　教授　　　　　4.　 准教授　　　　　5.　 その他（　　　　　　　　）
Ｂ.　以下に、博士前期課程（修士課程）において、修士（看護学）の学位を授与される修了生が修得すべき10の能力とその内容を示しております。
修正した修得すべき能力、およびその能力の内容に関する、表現ならびに内容に関して、「同意しない」「同意する」の該当する箇所に○印をご記入ください。「同意しない」場合は、その理由もご記載ください。なお、修正前の修得すべき能力、およびその能力の内容が記載された報告書が、日本看護系大学協議会のホームページ（http://www.janpu.or.jp/activities/report/）の「平成23文部科学省　大学における医療人養成推進等委託事業報告書」にございますので、ご参照ください。
I. 看護の課題を科学的に探究し、エビデンスを活用する
修士課程修了生は、看護1実践やケア
提供の場において、疑問をもち探求する態度で、解決すべき看護の課題を見出すこと、さらに既存の様々なレベルのエビデンス
を収集、統合し、それらを研究や実践に活用し、課題解決に繋いでいくことが求められる。
	能　力
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	I. 看護の課題を科学的に探究し、エビデンスを活用する
	
	
	

	

	修得すべき能力の内容
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	1． 看護実践での問題を解決するために、必要なエビデンスを探求する
	
	
	

	2． エビデンスを批判的に読解し、評価する　 

	
	
	

	3． Evidence-based practiceを理解
する

	
	
	

	4． 新たな知識や先進的な技術を探索し、活用する

	
	
	


II. 看護の対象（個人・家族・集団・地域）に対して、高度な看護を実践する
修士修了生に求める高度な看護とは、「適確に情報判断し、なすべきことが実践できる」ということである。これらの高度な看護を実践するにあたり、修士課程修了生は、エビデンスに基づいて最新ならびに最善のケアを多職種と協働しながら提供し、自身が行う看護に対して説明できなければならない。さらに、病気や疾患の知識に加え、疫学的データや社会･環境データも用いながら、個人・家族だけでなく、集団・地域にも目をむけた看護を検討する。修士課程修了生は、健康という概念をひろく深く捉え、疾患や障碍を抱えた対象への働きかけから、人々の健康の保持・増進に向けた取り組みまで、一人ひとりが持つ力を引き出し、対象の状態に応じた看護を意図的に行う。また修士課程修了生は、対象に教育的支援が必要な時には、理論やエビデンスに基づいた働きかけをすることが求められる。

	能　力
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	II. 看護の対象（個人・家族・集団・地域）に対して、高度な看護を実践する
	
	
	


	修得すべき能力の内容
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	1． 最新のケア技術やエビデンスに基づいて、看護を実践する
	
	
	

	2． 提供されている医療の倫理性を判断し実践する

	
	
	

	3． 倫理的に適正な情報技術の利用を促進する

	
	
	

	4． 多職種とともに医療の安全性を確認し、保障する

	
	
	

	５．対象中心に、看護職および多職種との調整を行い、協働してケアする
	
	
	

	6． 看護についての説明力をもち、協働を推進する

	
	
	

	7． 事例分析と統計分析の知識を通じ、健康を保持増進する
	
	
	

	８．看護の対象に対して、疫学的な知識を活用して、予防的観点を踏まえて健康の保持・増進に取り組む
	
	
	


Ⅲ　看護が提供される対象や場に対し、質の改善に向けて取り組む
　　修士課程修了生は、最新の情報を活用して、看護実践やケア環境を改善することが求められる。
	能　力
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	III. 看護が提供される対象や場に対し、質の改善に向けて取り組む
	
	
	


	修得すべき能力の内容
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	1． 費用対効果、組織的有効性などの観点を含め、対象にとっての効果を評価する
	
	
	

	2． ケアの質を改善するためにエビデンスを用いて組織や集団へ働きかける
	
	
	

	3． 情報システム、統計と疫学の知識を用いて、アウトカムの改善やリスク低減のための戦略を立てる
	
	
	

	4． 政策的な観点でケアの質保証やリスクマネジメントを理解する
	
	
	


Ⅳ　ケアが提供されている組織やシステムを分析し、ケア環境を改善する
　　修士課程修了生は、組織に生じている課題を分析し、より良いケアが提供されるようにケア環境を調整することや教育的に働きかけることが求められる。ケア環境を改善するには安全で有効なケア技術や情報技術の利用について、専門職に対し教育的に働きかけることも含まれる。
	能　力
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	IV. ケアが提供されている組織やシステムを分析し、ケア環境を改善する
	
	
	


	修得すべき能力の内容
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	1． 個と組織の両側面から、看護をシステムとして捉える
	
	
	

	2． ケア環境としての組織を分析し、課題解決のための方略を提案する
	
	
	


	3． ケアを実践するために必要となる多職種や資源を巻き込みながら、ケア環境の改善に取り組む
	
	
	

	4． 組織の課題について教育的に働きかける
	
	
	


Ⅴ．ケアを推進できる場や人的環境を整えるために、リーダーシップを発揮する　
　　修士課程修了生は、ケアの改善に向けて、集団や組織に働きかけ、変化を起こす役割を担うことが求められる。そのために、必要な知識・技術を活用し、クリティカルシンキングやリフレクションを取り入れて、リーダーシップを発揮することが求められる。
	能　力
	同意する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	V. ケアを推進できる場や人的環境を整えるために、リーダーシップを発揮する
	
	
	


	修得すべき能力の内容
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	1． 新しい知識やモデルを実践に導入するための手法を理解し、その実現に向けてリーダーシップを発揮する
	
	
	

	2． 集団や組織の場の力動を分析し、集団や組織を動かす
	
	
	

	3． 最善の医療サービスを提供するためにケアの改善を主導する
	
	
	


Ⅵ．専門性の相違を尊重した上で多職種間の協働を推進する
　　修士課程修了生は、専門職間の効果的な連携関係を促すために、相互に学習する環境を調整したり、看護職や多職種からの相談に応じたりして、多職種間の協働を推進する。その際には、看護を他職種に説明する能力が求められる。
	能　力
	同意する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	VI. 専門性の相違を尊重した上で多職種間の協働を推進する
	
	
	


	修得すべき能力の内容
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	1. 専門職間の効果的な連携関係を築
くために、互いを尊重したコミュ
ニケーションをとる
	
	
	

	2. 看護師や他職種に対して看護の意図や必要性を説明し、協働する
	
	
	

	3． 対象の課題を可視化し、他職種と協働して解決に導く
	
	
	

	4． コーディネーターの役割を担い、多職種間協働の円滑化を推進する
	
	
	


Ⅶ．現行の法律・制度・政策が健康と看護に与える影響を分析し、解決策を提案する
　　修士課程修了生は、現行の法律･制度・政策が人々の健康や看護にどのような影響をもたらしているかを分析することが求められる。その分析結果に基づき、解決策を提案するが、その際に看護専門職としての考えや価値観を反映した方策を考えることも求められる。
	能　力
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	VII. 現行の法律・制度・政策が健康と看護に与える影響を分析し、解決策を提案する
	
	
	


	修得すべき能力の内容
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	1． 人々の健康増進という視点から、看護の政策を検討する
	
	
	

	2． 医療政策が個、集団、組織にもたらす影響を分析し、改善策を考案する
	
	
	

	3． 看護専門職としての考えや価値が政策に反映されるよう方策を考える
	
	
	

	4． 診療報酬や介護保険などの政策・制度がケア提供方法やアウトカムに及ぼす影響を分析し、改善案を提案する
	
	
	


Ⅷ．看護学の発展に寄与できる教育環境づくりに取り組む
　　修士課程修了生は、看護専門職を育てるための教育的思考をもつことが必要である。
	能　力
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	VIII. 看護学の発展に寄与できる教育環境づくりに取り組む
	
	
	


	修得すべき能力の内容
	同意する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	1. 学習者のニーズを把握し、学習者にあわせた教育法を理解する
	
	
	

	2. 看護学の計画的・効果的な教育方法を提案する
	
	
	

	3.　学習者のニーズに合った教育的関わりを行う
	
	
	

	4.   学習が促進するように、教育環境を整える
	
	
	


Ⅸ．倫理的・文化的感受性を持って専門職としての責務を果たす
　　修士課程修了生は、対象を擁護するために倫理的・文化的感受性を高めるとともに、ケア技術や情報技術の使用に関する倫理原則や基準を理解したうえで実践を行い、専門職としての倫理的責務を果たすことが求められる。
	能　力
	同意する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	IX. 倫理的・文化的感受性を持って専門職としての責務を果たす
	
	
	


	修得すべき能力の内容
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	1. 個人・家族・集団の持つ文化や背景を把握し、看護を実践する
	
	
	

	2. 対象を擁護する立場から、安全なケア環境を促進し、倫理的実践を普及する
	
	
	

	3. 倫理に関する理論を活用して、倫理的問題に直面している対象や専門職を支援する
	
	
	


Ⅹ．看護学の発展に寄与できるアイデンティティを形成する
　　修士課程修了生は、専門職としての哲学を発展させ、看護観を明確に表現し、看護を実践することが求められる。さらに、生涯を通じて学習していく姿勢をもち、最新の知見を得て看護に活用する努力を続け、他の看護職の役割モデルとなることも求められる。
	能　力
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	X. 看護学の発展に寄与できるアイデンティティを形成する
	
	
	


	修得すべき能力の内容
	同意
する
	同意
しない
	「同意しない」理由

	1． 看護や医療に関する専門職としての哲学を発展させ、看護実践に統合する
	
	
	

	2． 看護学を取り巻く課題についての感受性を高め、主体性を持って改善する
	
	
	

	3． より良いケアを決定するために最新の知見を得ながら実践するモデルになる
	
	
	

	4． 専門職として看護観を明確にする
	
	
	


■その他、本研究に対するご質問・ご意見があれば、お書き下さい。
以上で終了です。
回答へのご協力、ありがとうございました。
� 「ケア」は看護職が多職種と協働して行う実践、「看護」は看護職が行う実践として提示しています。


� エビデンス、つまり科学的に実証された根拠（科学的根拠）－実験や調査など質的研究も含めた研究結果から導かれた「裏付け」－に基づいて看護実践やケア提供を行うことが求められている。エビデンスを活用するには、得たエビデンスが妥当で信頼できるものかどうかを見極めることが必要であり、どのような研究方法を用いているか、用いている方法から生じるバイアス（選択バイアス、情報バイアス、交絡バイアスなど）をどのように制御しているかなど、そのエビデンスがどのように導き出されているかを確認し、エビデンスの妥当性や信頼性の程度を評価するとともに、そのレベルに基づきどのように研究結果を採用するか判断する必要がある。これら一連のエビデンスの考え方を理解して、看護に活用するエビデンスを探索・探究し評価できることが修士課程修了生には求められる。
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